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光の需要開拓を目指したマーケットクリエーション活動

-　社外パートナーを募ってビジネス開拓、サービス基盤はＲ＆Ｄが総力を結集して開発 -

はじめに

　ＮＴＴは、従来の電話中心の事業からマルチメディア時代の情報流通事業
への変革を目指し、新たな事業の開拓に取り組んできました。一方、市場に
おいても、インターネットの爆発的な普及に伴い、米国をはじめとしたネッ
トワークのブロードバンド化が急速に進行し、ついにマルチメディア（現在
の言葉ではＩＴ）社会が具現化しつつあります。これらの状況を踏まえ、２
１世紀の本格的なブロードバンドとして期待される「光」を中心としたサー
ビスビジョンを明確にし、光の需要開拓、市場創造に向けて、パートナーと
連携したビジネス開拓およびその実現のためのサービス基盤開発に対する取
り組みについて述べます。

１．ブロードバンドサービスに向けた動向と取り組み

　将来、遅くとも２０１０年頃までには、インターネットによるバーチャル
な世界とリアルの世界の結びつきはより強くなり、さまざまな機械や物まで
もがインターネットに繋がるとともに、バーチャルな情報も、よりリアル性
を帯びたものになると考えられます。このような時代にあっては、バーチャ
ルな世界の情報がリアルな世界の環境となり、新しい文化、社会が形成され
るようになると考えられます。
　ＮＴＴは、こうした環境の実現に向けてネットワークのブロードバンド化
を推進します。インターネットのブロードバンド化に向けて、米国を中心に
ＤＳＬやＣＡＴＶで十分という声もありますが、ＮＴＴが考えるブロードバ
ンドは数Ｍｂｉｔ／ｓのレベルではなく、最低でも、日ごろ見なれた放送品
質映像をストレスなくやり取りできるレベルでなければならず、これは光で
ないと達成できません。
　本年１２月からは、いよいよ、ＮＴＴ東西が、東京２３区および大阪市内
の一部地域で、最大１０Ｍｂｉｔ／ｓの高速光インターネット接続試験サー



ビスを開始する予定です。この試験サービスは、９６年発表のメガメディア
構想（２００５年に１０メガ、１秒、１万円）を５年前倒ししたものです。
本年５月には、既に金沢などでワイドＬＡＮサービスを開始しており、２０
００年は、ＮＴＴにとって「光元年」として、今後、光ネットワークサービ
スを語る上で記念すべき年と言えます。
　一方、競合各社もビル直収サービスを始めるなど、光の競争はすでに始ま
っています。ＮＴＴは需要のあるところから光を張るのが原則と考えていま
すが、競争の中でインフラを整備するには、自ら需要を開拓しながら整備し
ていく必要があります。
　インフラ以外の分野に目を向けても、コンテンツに関しては、音楽・映像
などの多様でリッチなコンテンツが流通し、プラットフォーム関連でも、イ
ンタラクティブＴＶプラットフォーム、ブロードバンドポータルが登場する
など、広帯域サービスに向けた事業が急拡大しています。また、端末・家電
分野でも、ホームゲートウェイや大容量を扱うゲーム機など、ブロードバン
ドサービスを指向した機器が出現しています。
　今後は、こうした異分野の有望なパートナーと連携し、光の時代に則した
ビジネスモデルを実現することによって光によるアプリケーションの需要開
拓を行っていきます。この需要開拓の取り組みが新規の需要や需要拡大を生
み、需要がインフラを増強し、その結果さらに需要が増すというポジティブ
ループが回っていくことが期待できます。

２．光ソフトサービス基盤の開発

　光の時代においては、ネットワークサービスは単なる価格競争からネット
ワークを利用したサービス競争へと移行していきます。そこで、今後ＮＴＴ
は、光ネットワークの「高速＆広帯域」、「双方向」、「複合メディア融
合」といった特長を活かしたサービスを提供すべく、付加価値サービスを実
現するためのサービス基盤を構築し、光ならではの超高速ダウンロードや高
品質映像配信などのリッチコンテンツの流通、および新たなネットビジネス
ツールなどのアプリケーションの創造を推進します。ＮＴＴでは、こうした
光ネットワークの特長を活用した情報流通サービスを「光ソフトサービ
ス」、その基盤を「光ソフトサービス基盤」と呼んでいます。
　ＮＴＴは、光ソフトサービスの提供に向け、従来よりブロードバンド時代
の需要を見越して先行投資を進めてきた光ネットワークへ魂を吹き込むべ
く、関連Ｒ＆Ｄ部門を結集し、最重点課題として研究開発を進めます。具体
的には、光ネットワークに加え、高品質映像を送受してリアリティを伝えた
り、ネットワークを安心・安全に利用できるようにする情報流通プラットフ
ォーム、大容量コンテンツの送受信に適した光ネット端末などからなる光ソ
フトサービス基盤の研究開発を進めるとともに、この基盤上で展開される光
ソフトサービス向けアプリケーション、サービスの開発も行います。



　サービス基盤の研究開発にあたっては、光ネットワーク、情報流通プラッ
トフォーム、光ネット端末といった各構成要素を、サービスのカテゴリーに
チューンして統合的に捉えた研究開発を進めます。対象とするカテゴリーに
ついては、まずは、サービスのターゲットとして、今後、光化が特に大きな
インパクトを与えると考えられる分野を次の３つに分類し、これらを軸に研
究開発を推進します。
１）放送、出版、音楽、娯楽市場等をターゲットとした、ディジタルコンテ

ンツの超配信を実現する「光コンテンツ」
例：主に「高速＆広帯域」を活かした　個人映像発信、ディジタルシ

ネマ
主に「複合メディア融合」を活かした

通信・放送融合ハイパーメディア、多視点ライブ　等

２）流通、物流、金融業界等での利用に向けた、現実のショッピングを超え
るｅコマースを実現する「光コマース」
例：主に「高速&広帯域」を活かした　３Ｄ商品閲覧、高精細カタログ

主に「双方向」を活かした　バーチャル試着、店員相談
主に「複合メディア融合」を活かした　インタラクティブＣＭ　

等

３）通信、医療・福祉、環境、公共等での利用に向けた、超臨場感空間を共
有する「光コミュニティ」
例：主に「高速&広帯域」、「双方向」を活かした

バーチャル二世帯同居、高品質井戸端会議、ネットコンサ
ル、
バーチャルキャンパス　等

３．社外パートナーを募ってのビジネス開拓

　需要開拓にあたり、ＮＴＴグループは（事業会社とＲ＆Ｄ部門が一体とな
って）、ビジネスモデルをともに検討できるコンテンツプロバイダやサービ
スプロバイダ（ｘＳＰ）、家電メーカー等とパートナーシップを組んで、一
般ユーザに対してサービスを提供することを通じてビジネス性の評価をして
いきたいと考えています。
　２００１年４月には、地域を決めて、高速光インターネット接続試験サー
ビス上に光ソフトサービス基盤を構築し、パートナーに対して、光の需要喚
起に向けたビジネス創出の場の提供を計画しています。こうしたパートナー
と組んでの市場の開拓を、ＮＴＴグループでは、「マーケットクリエーショ
ン」と呼んでいます。マーケットクリエーションは実ビジネスを通じての需
要開拓であって、従来の、システム検証・機能確認が中心のフィールド実証



実験とはアプローチを異にする取り組みです。
　新たな光ソフトビジネス立上げに向けてビジネストライアルをご検討の事
業者等の方々には、ＮＴＴグループとのパートナーシップのもと、光ソフト
サービス基盤をご活用いただきたいと考えています。ＮＴＴグループは、場
の提供のほか、光ネットワーク利用にあたっての技術支援の面で、パートナ
ーの構想実現をサポートします。
　マーケットクリエーションは、当初、最大１０Ｍｂｉｔ／ｓでスタートし
ますが、近い将来には、パートナーとともに、最大１００Ｍｂｉｔ／ｓのア
クセスサービスを想定したアプリケーション、ビジネスモデルの構築を進
め、ＮＴＴグループは一丸となって光ソフトサービスの早期浸透を目指しま
す。
　これまでにも、光ネットワークを用いたビジネス検証実験として、本年５
月より、光アクセスと情報家電を用いた地域情報流通ビジネスの開拓を目的
とした「ＦＴＴＨ金沢トライアル」を実施しています。また、１２月から
は、コンテンツ生産者、消費者を含めたビジネスモデルの実地検証を目指す
「ＮＴＴ西日本サイバービジネスワールド（１１月２７日報道発表）」を開
始します。これらは、光ソフトサービスの先導的取り組み例として、今後の
本格的なマーケットクリエーションに向けた最初のステップと位置付けられ
ます。

４．光サービスアーキテクチャコンソーシアムへの参加

　本発表に先立って、様々な業界が連携してサービスを構築・提供していく
ため、サービスアーキテクチャのモデル化を図り、ビジネスルールやシステ
ム間インタフェース仕様の規定を目的とした「光サービスアーキテクチャコ
ンソーシアム（発起人代表：東大安田浩教授）」の発足がアナウンスされま
した（２００１年１月に発足予定）。ＮＴＴもこのコンソーシアムの発起人
に名を連ねさせていただきましたが、本コンソーシアムを強力に支援し、幅
広い業界連携のもと、技術面、サービス企画面でデファクト化を急ぎ、新た
なＩＴ産業の立上げに貢献していくとともに、ここで得られた成果を光ソフ
トサービスの展開に積極的に活用していきます。

おわりに

　ＮＴＴは、光ネットワークを用いたＩＴ革命を起こすべく、光ソフトサー
ビス基盤の研究開発、光ソフトサービスの開発・提供を推進し、他の業界や
一般ユーザと協力して光の需要開拓・拡大に貢献していきます。



・【別紙１】光ソフトサービスのねらい

・【別紙２】光の市場開拓（マーケットクリエーション）～ビジネス創造の場を
提供～

・【別紙３】光の市場開拓の進め方

・【別紙４】光インフラの需要喚起に向けたNTTの取り組み

・【参考１】光コンテンツサービスの例

・【参考２】光コマースサービスの例

・【参考３】光コミュニティサービスの例
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